
令和 5 年度 第 2 回 神奈川県立柏陽高等学校 学校運営協議会 

学校設置部会「進路指導部会」開催結果 

本校の学校運営協議会（学校設置部会）を次のとおりに開催した。 

審議会等名称 神奈川県立柏陽高等学校 令和５年度 第２回学校運営協議会  

学校設置部会「進路指導部会」 

開催日時 令和５年 11 月 29 日（水） 14：00～16：00 

開催場所 神奈川県立柏陽高等学校 大教室 

［役職名］ 

出席者 

［委員］川口 吉秋  （会長、元県立高等学校長） 

     一杉 太郎  （東京大学大学院教授、本校卒業生）オンライン参加 

     田中 均   （柏樹会会長） 

     雨澤 義則  （柏陽高等学校 PTA 会長） 

     野沢 重和  （柏陽高等学校長） 

［事務局］大河原 広行（副校長）、竹村 健二（教頭）、東條 薫（総括教諭）、 

吉田 将人（総括教諭）、市田 尚史（総括教諭） 

～開会～ 

１ 校長あいさつ 

〈野沢校長〉 

本校の近況報告をする。 

・文化祭（柏陽祭）について 

9 月 23 日、24 日の 2 日間実施。一般公開は 4 年ぶりであった。延べ 6,000 人程度が来場した。 

・修学旅行について 

 10 月 16 日～19 日に沖縄にて実施。インフルエンザに罹患する生徒、教職員が多く出たため、大変であっ

た。 

・現在、後期中間試験実施中である。 

・令和 6 年度 4 月より学力向上進学重点校に再指定される。新たに指定された他校校名を報告した。 

・本日は、進路指導に特化した意見等をいただければ幸いである。   

２ 学校設置部会「進路指導部会について」 

大河原副校長より、名称及び内容（目的）について、確認が行われた。 

 

３ 進路指導について 

市田総括教諭より、資料を用いて説明した。内容は次のとおり。 

〇進路啓発について 

 今年度よりマイストラテジーを導入した。マイストラテジーの主は学習計画である。 

 3 月までの行事について簡単に説明した。 

 現状の課題として、大学を知らない、名前は知っているが、その大学で何を学ぶことができるかなどの特 

徴を知らない。 

 「みちしるべ」について説明した。 

〇受験指導について 

 マイストラテジー28 ページ、進路資料 18 ページについて説明した。 

〇校内模試 

 生徒に適するものを引き続き検討していく。 

〇保護者対象進路説明会 

 来年度は、４月２７日栄公会堂で実施。 

〇職員向け進路説明会 

 出願指導検討会がこれから始まる。 

〇その他事業 

 GTEC 土曜日全学年実施した。 

研究・広報関係 総合的な探究の時間について説明した。総合型選抜への挑戦を考えると大切である。 

教務・学習関係 １１月１０日の研究授業及び授業改善について説明した。 

 



４ 協議 

 様々なやり取りがあったが、ここでは課題や意見となった主なものを挙げる。 

・探究的な学習時間について 

 発表を英語でさせることについて、柏陽高校の生徒であれば可能ではないか。（グループで持ち帰り検討す 

る。） 

 ルーブリック評価を定めた方がよい。評価があると生徒も取り組みやすく、教員の指導にブレもなくなる。 

 （指導について手一杯で、評価にまで及んでいない。今後の課題とする。） 

 探究活動について、学力向上進学重点校で知恵を出し合い、共通の大枠を決めた中で、各学校の色を出すよ

うなことができればよいのではないか。（各学校のやり方があるので難しいと思われるが、意見として伺っ

ておく。） 

☆探究活動についてその他意見等 

 どのようなテーマを設定しているのか？→東條総括教諭より回答した。 

 自分の生き方、在り方を考える意味で、探究的な学習の意義は大きい。ぜひ高校での探究活動を育ててほし

い。 

 教員はどのように関与するのか？→教えないことを統一している。生徒の困り感を共有し、一緒に納得解を

求めていくようにしている。 

・授業改善について 

 生徒による授業評価を、授業改善に生かしてほしい。教科にデータを提供し、よかったことよりも課題改善

のためにどうしていくのか、検討する。そして、職員会議で共有するとよい。また、生徒、保護者にフィー

ドバックする必要がある。こうすることで、回答する側も責任感が生まれる。（意見として伺い、より良く

なるよう努めていきたい。） 

☆その他 

・文理選択はいつから？→２学年から 

最後に各委員より 

田中委員：チーム柏陽として、生徒のために頑張ってほしい。 

川口委員：将来の人材を作るミッションがあるということを認識して、忙しい中とは思うが、身体を大事 

にして、教育活動に貢献してほしい。 

一杉委員：先生方の想いに、頭が下がる。 

PTA 会長：先生方の子どもたちに対する想いはよくわかった。子どもたちにとって、先生は印象に残る存 

在。お身体に気をつけて頑張ってほしい。 

 

４ 事務局より 

〈大河原副校長〉 

 次回は、令和６年度以降の長期計画等を示す予定である。 

 

～閉会～ 

 


